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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・昇格試験　8/26(水)まで　 17:30～18:30　場所:メンタル病棟3階
・8/28(金)　東北厚生局適時調査あり。
＜利用者様情報＞

・浅坂　政美　様～来所時から多弁となったり、立ち歩きが多く見られており、状況を確認。声掛けには「大丈夫、なんも具合悪くない」「睡眠もとれている」と笑顔で話している。体調不良は特にないとのこと。今後も本人の言動に注意しながら関わっていく。

・野月　利章　様～今朝、母様の車で送られた際「薬と目薬投げつけられた」との訴えがあり、状況を確認。不調や不満の訴えや苛々している様子はなく、「お母さんが、体の色々な所を骨折したけど、仕事に行ってる」と落ち着いて話している。デイケア利用中は他者交流も適度にあり、プログラム中も表情良く参加できている。来所時には本人の訴えを傾聴していき、落ち着いて過ごせるよう関わっていく。

・千葉　輝夫　様～来所前、青南病院職員第2駐車場にいる所を近隣の方に声をかけられており、スタッフ誘導のもと来所されている。その後のプログラムには問題なく参加されている。息子様と情報共有し、安全に来所出来るように対応を検討していく。

・田中　一　様　～昨日血圧高値が見られており、血圧167～200/111～125mmHg、脈拍79～105回/分で経過。頭痛、吐き気、手足のしびれなど体調不良はないと話しており、本日来所時に状況を確認。田名部Drに相談し、服薬が変更となっている。来所時には身体不調の訴えはなく、穏やかに過ごしている。血圧変動に注意し、身体状況を確認していく。

・八木橋　牧雄様～来所時、昨日の欠席理由について確認。昨日は「新八温泉に行ってて、その後風邪を引いたから家で休んでいた」と話している。電話をしなかったことについては、気付かなかったとのこと。体調を確認すると、後頭部が突っ張る感じがすると話しており、血圧は147/99mmHg、体温37.0℃となっている。その他不調はないとのこと。18:30再検にて血圧150/100mmHg、体温36.6℃。不調時にはすぐ伝えるよう促すが、不調を訴えることなく、定時まで穏やかに過ごしている。来所時には体調確認を徹底して行っていく。

＜外来情報＞

・平　京子　様～22:00～6:00まで眠っており、朝早く起きたいとのことでブロチゾラム（1）1Tがハルラック（0.25）1Tへ変更となっている。

・青木　紀子様～鼻閉があるが「急に寒くなったから」とのこと。処方はなく、経過観察としている。

・野月　利章様～薬が合わないと訴えており、飲み忘れが多い為、抑肝散のみ処方となっている。また、眠れないとのことで、眠剤は頓服処方となっている。

・田中　一　様～昨夜血圧が高く、本日急遽受診している。受診時154/102～132/80mmHgで経過。夕方から血圧が高くなると話している。夕食後にニフェジピンが追加となり、ゾルピデム5日分と頓服用が処方となっている。

・成田　早希様～障害年金について話しており、三浦PSWへ情報提供している。

・繁名　和恵様～頭痛を訴えており、葛根湯が処方となっている。

・磯島　貴広様～糖セットの採血実施。訪問看護五福より、手足の白癬が酷いと情報提供あり、ケルガークリーム2本処方となっている。

＜事例検討＞

カンファレンスシート（古川　富蔵様）
実施日：H27年8月26日（水）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：川井・慶長・馬場

検討内容目標、計画の再検討

	氏名
	古川　富蔵様
	性別
	男
	年齢
	62
	生年月日
	S27年10月16日生

	主病名
	統合失調症
	合併症
	高血圧

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の習得、身体機能の維持・向上、対人関係の改善

作業能力の持続性・向上、病識を身に付ける

	本人希望
	定期的な外泊を行い、健康で過ごす

	家族希望
	本人への生活援助は困難で入所継続を希望。定期的な外泊の協力が得られている。

	入院歴
	計2回（最終：H19年5月11日～H26年10月29日）

	通所歴
	　1回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：　H26年10月30日～現在　　（週5回/月～金曜日）

	その他サービス利用
	

	住居：
青風荘入所

実家は母親１人暮らし（84歳）

3人兄弟（本人・長女・次女）
	家族構成

長女：千葉在住（60歳）

次女：五戸在住（58歳）



	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳1級
	障害基礎年金1級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）
重度心身障害者医療費助成制度　受給中(負担なし･現物給付)

	備考：事例検討に必要な情報を記載
五戸町在住の妹がおり、今後本人への援助者としての協力を得ている。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	自宅へ定期的に外泊しながら、青風荘での生活を継続させる
	今後の生活の為に、自分の身の回りの事が出来るようになる
	①不安がある時は、数日後ではなくその時に相談する事が出来るようになる。
	①不安がある時はスタッフへ相談する。スタッフは不安の確認を行い、適切なアドバイスをする。疲労感の確認も行う。

	
	
	②身だしなみを整える。青風荘、デイナイトケアでの生活に慣れる。
	②身だしなみを整える。スタッフは、頭髪にフケが見られる際は声掛け、更衣は最低1週間に1度行うよう声掛けしていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度80％）
	今後の対応

	①不安がある時は、数日後ではなくその時に相談する事が出来るようになる。
	・母親が入院したことにより、5月からは定期的な外泊は行っていないが、デイナイトケアでは特に話して来ることはない。入院中に本人が勝手に外出した経緯もあり、所在、症状の観察を行っていた。「家族の都合で」と理由を話していたため、本人が不安を訴え、病院へお見舞いに行ったとの情報ある。「あんな風になっているとは」と話すが、その後特に訴えることはない。

・体調を確認するが「まずまずだな」と答えることが多い。

・時折服薬を間違えるがあるとのこと。
	・母親の事を気にしている発言が聞かれるが、突発的な行動はない。家族に対する不安を訴える事がある為、今後も目標を継続し、不安の訴えが聞かれた際にはすぐ対処できるよう関わっていく。

	②身だしなみを整える。青風荘、デイナイトケアでの生活に慣れる。
	・更衣を促すが「変えたばっかりだ」「忘れていた」と了承する事はなく、声掛けに対して表情険しくなることがあった。

・青風荘でも同様に表情険しくなる事があったと情報あり、家族からの介入を依頼。

・8月中旬から入浴時に更衣し、洗濯を行うという訓練を行っているとの事。表情険しくなることはない。

・同じ服を着ると安心するとのこだわりや、洗濯が面倒と話すことがあり。現在青風荘で介入しながら週3回洗濯と更衣を行っている。
	身だしなみを整えることは出来てきている為、治療計画を自ら身だしなみを整えられるようになると変更し、スタッフの関わりとして、状況を確認していき、意欲的に取り組めるように声掛けと評価を行っていくとする。

	その他
	母親が入院したことから、現在外泊が出来ない状況である為、長期目標から定期的に外泊することを削除する。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	青風荘での生活を継続させる
	今後の生活の為に、自分の身の回りの事が出来るようになる
	青風荘、デイナイトケアでの生活に慣れる
	不安がある時はスタッフへ相談する。スタッフは不安の確認を行い、適切なアドバイスをする。疲労感の確認も行う。

	
	
	②身だしなみを整える。青風荘、デイナイトケアでの生活に慣れる。
	②自ら身だしなみを整える。スタッフは、状況を確認していき、意欲的に取り組めるように声掛けと評価を行っていく


